
                         

第４次広島市食育推進計画について 

１ 計画期間：令和３年度～令和８年度  

２ 基本理念：食を通じて「健やかな体」と「豊かな心」を育む 

３ 目  標：健全な食生活を実践する市民を増やす 

４ 基本方針 

本市では、第１次広島市食育推進計画以来、基本理念の実現に向けた本市独自の取組として、健全な食

生活を進める上での基本的な考え方である、３つの「わ食（和食・輪食・環食）」を推進してきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４次広島市食育推進計画（以下「第４次計画」という。）では、以下の４つの基本方針を掲げ、引き続

き３つの「わ食」を推進する中で、市民の心身の健康を支える食と、その食を支える環境を持続可能なも

のとする取組を連携して推進するとともに、コロナ禍で見えてきた新たな課題に対応するため、新型コロ

ナウイルス感染症の感染拡大防止を踏まえた「新たな日常」や、新しい広がりを創出するデジタル化に対

応した取組を推進する。 

こうした取組を、食育推進の担い手が相互に連携し、全市一体となった広島らしい食育推進運動として

展開することで、持続可能な「まち」の実現を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 第４次計画 基本方針 】 
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目標：健全な食生活を実践する市民を増やす ① ※○は評価指標数（計 22 指標） 

【 ３つの「わ食」 】 

 

資料１ 



                         

 

５ 中間評価を踏まえた重点取組 

第４次計画の中間年である令和６年度に中間評価を実施し、計画後半における重点取組として「朝食を

食べる」、「みんなで食べる」、「ひろしま産を食べる」の３つを挙げ、取組を進めた。 
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【重点取組】 

 


